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　上方落語では江戸落語と違って三味線
や鳴り物を使用することで演出を派手に
する「ハメモノ入り」と呼ばれる演目が
多くあります。

　このハメモノに使う音曲を
継承する一門が林家染丸一門。

　一時期、すたれかけたこの芸を復活させた
のが林家一門。落語家だけでなくお囃子さん
のお弟子さんが多い一門です。
　四代目 染丸師匠が、脳梗塞で倒れお話出来
なくなったこともあり、お弟子さんからこの
芸を残したいとお話いただきました。
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上方落語

笑われて あと心地よき

寄席囃子

師匠の芸の話や、一門が得意とする落語のこと。
そもそもハメモノが、なぜ上方落語で発達したのかなどの歴史。
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■村上ナッツ , つだゆみ , 辰巳満次郎 ■四六判並製 320P■本体 1500 円 +税
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笑福亭鶴瓶から
もらった言葉
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